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デザイン教育における地域連携プロジェクトの実践と考察 1

―焼津さかなセンター『笑顔でつなぐポスター展』を事例として―

伊藤文彦・川原崎知洋

A Practical Report of Cooperation Project with an Area in Design Education 1

- A Case Study of "The Poster Exhibition EGAO DE TSUNAGU" in Yaizu Sakana Center -

FumihikO ITO・ TomOhiro KAWARASAKI

要旨

年々、大学と地域が連携するプロジェク トは増カロ傾向にあるが、美術・デザイン教育においても、とりわけ社

会的なニーズと密接な関係があるデザイン教育においては、その傾向は顕著である。

本報告では、これまでのデザイン教育における主要な題材のひとつである「ポスター」の役害1を根本から問い

直 し、それ らが地域活性の媒体となりうるかを、先行事例の分析と本事例 とを対照させながら、一連のプロジェ

ク トの詳細について報告する。また本事例が、デザイン研究および教育の題材 としての有効性をもちうるかにつ

いて、デザインプロセス研究の立場から考察した結果、思考プロセスの記述が 「デザインのや りかたの知識」と

して蓄積 されるデザイン教育の可能性が展望された。

キーワー ド:デザイン教育 地域連携 ポスター デザインプロセス

|ま じめに

本実践報告は、近年益々増カロ傾向にある産学連携、

大学と地域の連携プロジェク トについて、その問題点

と可能性を明らかにしながら、教育・研究的意義につ

いて考察するものである。

事例となつたものは、後に詳述する焼津さかなセン

ター主催、静岡大学教育学部デザイン研究室共催、株

式会社静鉄ア ド・パー トナーズ協力のもとで行われた

「笑顔でつなぐポスター展」プロジェク トである。

本プロジェク トは、焼津さかなセンター30周年記念

事業の一環として、話題性や賑わいを創出するしかけ

として同センター66店舗すべての「ポスター」を作成

し、そのしかけ自体を様々なメディアを通じて PRす る

ことで、センターを活性化 したいというニーズによる

ものである。このしかけについては、同センターとプ

ロモーション系企業である株式会社静鉄ア ド・パー ト

ナーズの企画によるものであった。

株式会社静鉄ア ド・パー トナーズの企画によるプロ

ジェク トは、昨年度 JA静岡経済連より静岡県のブラン

ド米 「きぬむすめ」の米袋パ ッケージデザインプロジ

ェクトがり1原崎研究室の先行事例としても実績があり

(静 岡大学教育学部デザイン研究室発行 「De+sign

Atelier vol l」 )に も詳細な報告済み)、 プロジェク

ト全体の教育的効果についても一定の評価が得られて

いることから、本ポスタープロジェクトヘの協力要請

にも応ずることとした。

折 しも、今後の教育学部のカリキュラム改革におい

て、AL(Active Learning)や PBL(Problem s01ving Based

Lcarning)な どと呼ばれるような、受動的な知識受け入

れ型の授業ではなく、自らが積極的に参加 し、能動的

に知識を獲得するような授業形態であったり、机上の

空論にとどまらない、実際の現場に即 した問題発見と

解決能力の養成が必要と展望されてきている。

こうした中にあつては、今回のようなプロジェク ト

を今後の授業に組み込む際の問題点や可能性について

も試行的な事例 となりうること。 さらには、社会的ニ

ーズとの密接な関わりを持つデザイン学的な知見とし

て、実際の現場で通用するノウハウの獲得や新 しい遂

行性の高い知識の蓄積に繋がりうるかの研究的データ

の収集 といったメリットをあげられることからも、本

プロジェク トヘの参画を正式に了承することになった。

ポスター概念の変容と先行事例の評価

地域や商店街の活性化のために、商店街全体のポス

ターや販売促進のための商品広告などのポスターデザ

インは、特に商業的な場面においては、歴史も古く、

これまでいわゆるコミュニケーションデザインの代表

格ともなってきた。

商業ポスターとは本来、一種類のデザインを大量に

紙媒体に印刷 し、様々な場面に掲出することで、人々
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の注意を引き (認知段階)、 関心と欲求と記憶を生み出

し(感情段階)、 購買等の行動を起こさせる (行動段階)

ものとして、広告宣伝の最も一般的な媒体の一つであ

る。

中学校の美術教育においても題材 としてのポスター

は、古くから幅広く展開されているデザイン領域の題

材であるが、本来の役割 としては一種類のデザインが

大量に印刷頒布 されてこそ、その意義を見出すことが

できるものであり、あるデザインが社会的な価値を果

たす場面にまで到達できる作品は、きわめて稀である

と言わざるを得ない。

けれども、近年になつて、大判プリンターの普及や

オンデマン ド印刷、WEB上での公開が可能になつて来

たとい う新たな局面は、ポスターという概念を変容さ

せることに繋がつている。すなわち、多種多様な表現

をそれぞれ一点ずつ作成可能であり、また WEBを 媒介

させて、その一点を広く流布することが可能になって

来たわけである。

こうした新たな局面を柔軟に取入れて商店街や地域

の活性化に繋げようと企画されたポスタープロジェク

トが以下に示す二つの先行事例である。

先行事例 1 「文の里商店街」ポスター展 "
プロジェク ト名 :「文の里商店街ポスター総選挙」

場所 :大阪市阿倍野区 文の里商店街

期間 :2013年 8月 ～12月

主催 :大阪商工会議所 文の里商店街

協力 :株式会社 電通関西支社

本プロジェク トは、商店街の経営者の高齢化 と、商

店街に隣接 して新 しい商業施設がオープンしたことで、

「文の里商店街J(大阪市阿倍野区)に、シャッターを

下ろす店が増えてしまったとい う地域の商店街の問題

状況に対応 したプロジェク トである。

こうした中、商店街の活気を取り戻そうと大阪商工

会議所と文の里商店街が、商店街の PRポスター約 200

点を、電通関西支社に依頼して制作し、「ポスター総選

挙Jイベントとして、商店街の PR活動を行ったもので

ある。

本プロジェク トの詳細については、「文の里商店街 ポ

スター全集 商店街・賑わい読本 特別号J大阪商工

会議所発行に詳 しく記されている。

「発刊にあたって 大阪商工会議所は、文の里商店街

と協働 し、株式会社電通関西支社のご協力のもと、

『 文の里商店街ポスター展』を開催 しています。電通

のコピーライターとデザイナー総勢 60名 による同商

店街 52店舗の PRポスターは 200点を超え、現在、商

店街に掲示され、大いに注目を集めております。

本冊子は、その全作品を紹介 しています。商店主と

制作者の会話の中から生まれたコピーとデザインはそ

れぞれのお店の特徴や歴史を表現 しています。 このポ

スターを通じ、文の里商店街はもとより、日本の古き

良き商店街の魅力を再認識いただくことが出来ればと

考えてお ります。大阪商工会議所 流通活性化委員会」

さらに、「制作者より『 おもろいポスターつくって商

店街が元気になつたらええなあ。若手も勉強になるし』

そんな素朴な思いからこのプロジェク トはスター トし

ました。…… (中 略)次もどこかでぜひFFl催 しようと

い うことにな り、ここ、文の里商店街で開催すること

となりました。激動の阿倍野区の中でぽつんと取 り残

された商店街を盛 り上げようと総勢 60名 30チーム 52

店舗 200点 を超えるポスターを制作。細部にまでこだ

わり抜いたポスターをぜひともじつくりご覧ください。

そして、できれば。商店街に足を運び、実際の大きな

サイズのポスターを見て、商店街で何か買つていただ

けると幸いです。 電通関西支社  日下慶太J"
以上の主催者、協力者の記述からも分かるように、

本プロジェク トの目的は、商店街の活性化、活気を取

り戻すためであり、その手段にポスターとい うPR媒体

を利用 しようとするものであつた。こうした目的と方

法・手段だけを取り上げてみると、従来から行われて

来た常套手段の活用に過ぎないように思われる。けれ

ども、「総勢 60名 30チーム 52店舗 200点を超えるポ

スターを制作」 とい う事例は、従来の一種類を大量に

印刷するといつたポスターの概念を変容させるだけの

写真 1 「文の里商店街」ポスター
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インパク トを持つものであった。なおかつ、「商店主と

制作者の会話の中から生まれたコピーとデザインはそ

れぞれのお店の特徴や歴史を表現Jや 「おもろいポス

ター」といったポスター制作の方向性 自体が、従来の

商品内容に重点が置かれ、そのプラスイメージを正攻

法で訴求するポスターとは一線を画する企画 となつて

いる。

「この取 り組みは、様々なメディアにも取 り上げら

れ、ポスターを見に商店街を訪れる人の足も多くなっ

た。J、
「掲示を始めると、府外のデザイン専門学校や商

店街の関係者 らが視察に訪れるようにな り、インター

ネットサイ トで紹介する人も増加 した。客足は倍増し、

関係者の予想を上回る集客効果を生み出した。Jこ とが

報告されている。
“

写真 1は、実際に作成されたボスター作品の一部で

ある。キャッチコピーは、ユーモア、ジョーク、ギャ

グ等を交えながら、商店主の人間性や商店の歴史・特

徴を飾 り立てられた言葉で表現するのではなく、人間

味溢れる「本音」に迫るコピーで、われわれの注意・

関心・記憶に訴えかけて来るものばかりである。

また写真やイラス ト等の視覚媒体に関 しては、商店

主自らが参加 した り日常的にありふれた食材や道具類

を使用 したりするものが多く、写真 自体のクオ リティ

ーに関 しても特にこだわらず、ありのままの「本音感 J

を自然に演出した構成 となっているものが多い。

これ らのポスターは 2013年 8月 から 12月 まで展示

され、投票総数は約 6700票。7作品が入賞 した。

先行事例 2 茅野まるごとポスター展 →

プロジェク ト名 :「 茅野まるごとポスター展」

場所 :伊豆市湯ヶ島茅野 (展示会場 :天城市役所 )

期間 12012年 9月 ～12月 (展示 日 :12月 89日 )

主催 :茅野塾

本プロジェク トは、伊豆市の山あいにある茅野地区

の活性化のために、地区の体験ツアー、ご当地食品の

生産などを手がける茅野塾が主催 したポスター展であ

る。

「茅野塾とは伊豆市最南端の山あいにある小さな地

区に住む、20～ 30代の若者で組織 した団体です。自分

たちの住まう豊かな地域から様々な情報を発信 し、提

案 していきます。茅野塾・塾長 浅田芳孝Jい と表明

されているように、地域に住む若者達が、地域活性の

ためのボランティア団体を組織 し、その活動の一環 と

してポスター展が企画されたものである。

同団体のプログによれば、2012年 9月 から企画打ち

合わせが始まり、各自がポスターの素材 となる写真を

持ち寄り、ポスター展の開催 日まで毎週のようにメン

バーが集まり、長時間にわた り議論 しながらボスター

作成を行 う様子が うかがわれる。

ボスター展終了後の様子もブログに紹介され、「人の

IIIか さが伝わった」「元気をもらいましたJ、
「癒されま

した、はのぼのしました」と好評なコメン トが続き、

立ち寄つたり、TVで見たりした人達からは、「ぜひ訪

ねてみたい、泊まりがけで !J、 「なんだか茅野に行き

たくなりましたJな どのコメン トも寄せ られた。これ

を受けて、主催者lAlは 、「実際自分達が想像 していた以

上の反響があって、ビックリしています。何よりも地

元の方が喜んでくれていた り、今はその場所に住んで

いないけれ ども。以前住んでいたことあって懐かしん

だり…。とてもあたたかい気持ちになりました。Jと 結

んでいる。
つ

写真 2は、実際に作成されたポスター作品の一部で

ある。商品広告とは異なり、同地区の自然を背景に同

地区に住む地元民そのものをモデルとして扱 うことで、
いずれのポスターにも親近感を覚え、このおばあちゃ

んに会つてみたい、このなつかしさを覚える原風景を

見てみたい、といった欲求にかられるような構成であ

る。

これらのポスターは 2012年 12月 8、 9日 に展示され、

人気投票総数は約 524票。第 1位から第 10位 までの発

表が行われた。

以上 2つの先行事例は、共にポスターの新たな価値

を生み出し、地域や商店街の活性化の一助となる可能

性を提案するに至っている。

写真 2 「茅野まるごとポスター展」ポスター
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焼津さかなセンター『笑顔でつなぐポスター展』    ロレジャーの多様化

プロジェク ト名 :「焼津さかなセンターポスター展」  □魚食普及

場所 :焼津市人楠 (展示会場 :焼津さかなセンター)  ロインフラの整備

期間 :2014年 7月 ～2015年 1月 (展示 日:10月 ～1月 )  など様々な要因のもと発展を続けてきた。

主催 :焼津さかなセンター              創業 30周年を迎えるにあたり、更なる発展 と拡大をし

共催 :静岡大学教育学部デザイン研究室        ていく為に静岡大学の学生の力を借 りて、新 しい焼津

協力 :株式会社静鉄ア ド・パー トナーズ        さかなセンターを盛 り上げていきたい。

本プロジェク トは、焼津さかなセンター創都 0周年  目的

を 2015年度に迎えるプレ 30企画として、本学部美術  焼津さかなセンター槍1設 30周年プロジェク トとして

教育講座に特に協力依頼があつたものである。事前の  産学連携 (静岡大学教育学部美術教育講座デザイン研

打ち合わせにより、30～ 40名規模の学生の参加が必要  究室×焼津さかなセンター)に よる地場産業の活性化

とされることから、デザインを専攻する学生を中心に  を目指す。

選出を行つた。その結果、大学院生 3名 、4年生 14名 、  □地元大学との連携による話題性、社会性の創出。

3年生 17名 計 34名 の参力日者を募ることができた。こ  □学生の柔軟で自由な発想による斬新な企画によるイ

の うち 3年生 17名 は、教育学部で開講されている「情  ンパク ト。

報デザイン研究・3年次 。前期」の受講生すべてに参  注目率アップ、話題性の創出tフ ァンの拡大、新規顧

加 させてお り、今後のこうした産学連携プロジェク ト  客の開拓につなげていく。

の授業科 日としての可能性についての試行的な意味合

いを含んでいる。                  概要

ポスター作成を依頼された店舗数は 66店舗あり、34  第 1ステージ 展示期間 :平成 26年 10月 ～平成 27年

名の学生 1名 につき 2店舗を担当する案も考えられた  1月 「さかなセンターボスター展」静岡大学

が、前述 した昨年度の産学連携プロジェク トの実績を  第 2ス テージ 展示期間 :平成 27年 10月 ～平成 28年

踏まえ、チームでの活動を採用することにした。これ  1月 「焼津をつなごうポスター展」静岡大学、常葉大

は、実社会で行われるデザインワークと同様に、チー  学、静岡文芸大学等 (予定)

ムでデザインワークを担当させる方が、より現実の仕

事に即 した実践的な能力が身につけられると同時に、  制作規定

作品レベルの向上も期待されるためである。学生 34名   さかなセンター各店のポスターデザイン 66店舗

を 1チーム 3～4名 の 11チームに編成 し、それぞれの  □各店のポスターデザインとキャッチコピーの企画制

チームが 6店舗ずつ担当するといった基本構成で臨む  作

ことにした。                     □各店の特徴、個性をアピール。写真、イラス トどち

らでも可

オ リエンテーション                 ロサイズ :Bl

2014年 7月 24日 、静岡大学において学生たちに向  □「焼津さかなセンター30周年」を明記。ロゴの提案

けて本プロジェク トのオ リエンテーションが行われた。 ロテーマ「ありがとう30年」

主催者である焼津さかなセンターの関係者、協力者 と  □担当店舗を取材。ヒアリングし制作。(店舗一覧を配

なる株式会社ア ド・パー トナーズの関係者より趣旨説  布。事前に店舗に通達)

明、スケジュール等の説明は、以下の通 りであつた。  ロデータにて提出。

ロポスター完成後、店舗前に一同に掲出。

焼津さかなセンターの概要              ロマスコミにリリース予定

□倉1業/1985年
□所在地/焼津市人楠 4丁 目             企業デザインのプロにはない、斬新で面白い発想やデ

□施設構成/店舗 65、 大食堂             ザイン・コピーを期待。多くの人を笑顔にするデザイ

□来場者数/年間約 150万人             ン・コピー。

□来場者層/中高年層、観光客、ファミリー

スケジュール

開催主旨 (企 画背景)                7/24(木 )オ リエンテーション

焼津さかなセンターは、日本を代表する漁港「焼津市J   8/4(月 )焼 津さかなセンター見学 (各店取材ヒア

に誕生し、来年で追1業 30周 年を迎える。倉1業以来これ  リング)

まで多くのお客様に愛されてきた。           8/5(火 )～9/25(木)各 自取材及び制作

□30年のご愛顧                    9/26(金 )データ提出締め切り

□市場の発展                     10/11(土 )出力 発表 掲出
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10/11(土 )～ 10/31(水 )ア ンケー ト・投票

12/31(水 )投票 締め切 り

1/15(土)結果発表 表彰式

この後、質疑応答を経て、各チームヘの担当店舗配

属は、通常店舗、卸専門店、大食堂など、バランスを

考えた害1り 振 りとして後 日決定することになつた。ま

た、今回のプロジェク トの参考とする先行事例 として、

「文の里商店街」ポスター展、茅野まるごとポスター

展の作品例が紹介された。ただし、先行事例について

は、全体的な雰囲気の確認用であり、今回のプロジェ

ク トにあっては、さらに自由な発想で進めて欲 しいと

の方針を伝えられ、オリエンテーションを終えた。

現地視察

2014年 8月 4日 、学生 29名 (欠席 5名 )及び引率

教員 2名 で現地視察を行つた。まず、学生たち自身が

焼津さかなセンター内を自由に観察 し、全体的な雰囲

気を感 じとつた。その後、現地主催者及び協力者を交

えた打ち合わせを終え、各チームに担当店舗の代表者

が加わって、担当店舗への挨拶、第 1回 目のヒアリン

グ、仮写真撮影を含む現地視察が行われた。

店舗によつては休業 しているところもあれば、卸し

専門店については、早朝のみの営業になるため、今後

時間帯を考慮 した複数回の取材が必要になることも確

認 された。

第 1次デザインワーク

2014年 8月 5日 より、視察を終えた各チームは、そ

れぞれのチームスケジュールを組み立て、デザインフ

ークに入つた。

デザインフークに関する条件等のディレクションに

ついては、教員側からあまり限定せず、学生たちの自

由な発想による展開に任せた。幸いにも、関連する先

行事例である 「文の里商店街」ポスター展、茅野まる

ごとポスター展の作品例は Web上 で詳 しく参照するこ

とが出来るため、それを参考にすることのみ連絡 した。

先のオリエンテーションでも示されたが、今回のポ

スター展の目的は、個々の商品の販売促進ではなく、

焼津さかなセンターヘの注目率アップ、話題性の創出、

ファンの拡大、新規顧客の開拓につなげていくなどで

あることから、学生 らしい自由な発想に基づいたイン

パク トのあるものであることをベースにさせた。その

ため、公序良俗に反 しない範囲でのユーモアやジョー

ク、ダジャレなどを積極的に活用 しながら、店主の人

物像、店舗の雰囲気などを、本音で語れるようなキャ

ッチコピーとビジユアル表現については、あえて積極

的に取 り入れていつて良い方向性を示 した。

各チームごとにそれぞれの進め方でデザインフーク

は始まり、第 2回 日の現地ヒアリングやモチーフとな

る食材の購入、写真撮影などで、複数回現地に赴 くグ

ルマプもあつた。続いて、第 1次のデザイン案ができ

たものや、構想に苦労するものなどを含めて、随時、

デザイン担当教員とのディスカッションの時間を設け

た。この際、意識的に心がけた対応については、作成

されたポスター案については、一切制作者からの説明

を加えないことであった。これは、初めてそのポスタ

ーを見た人にその伝えたい内容が伝わるとい うポスタ

ーの基本的機能が、発揮 されているか否かを評価する

ためであつた。 したがつて、初めてそのポスターを見

る教員サイ ドに説明抜きで意図が伝わるかどうかは、

ポスターを仕上げるための第一関門とした。このポス

ターデザインの単純にして明解な第一次評価方法は、

制作 した学生側にとつても、ス トレー トな評価であり

ながら、納得のいくもので、ポスターの基本を学習す

る良い機会となった。

また、今回のようなキャッチコピーに比重の高いポ

スターについては、プレインス トーミングによつて何

十案ものコピーを抽出し、その場の全員の合意で取捨

選択 していくといつた時間のかかるプロセスが必要で

あり、その作業は早朝から深夜にまで及ぶことが度々

あった。

このディスカッションでの評価やそこから生まれた

インスピレすション、アイデアを、チームに持ち帰つ

て、再びデザインワークを展開するといつたデザイン

アイデア展開のフィー ドバ ックプロセスは、各チーム

とも何度も繰 り返された。

写真 3 デザイン案検討

第 1次ポスターデザイン案中間報告会

2014年 8月 29日 、当日までに各チームが作成 した

第 1次ポスターデザイン総計 66案について、学内で中

間報告会が開催 された。

本中間報告会に先立って、学生個人個人が、全ての

デザイン案に対 して、個別に評価するための以下のよ

うな内容を含む 「評価シー ト」が作成された。

調査分野 1 ポスターの印象

評価項 目

A 目立つ

B  セ ンスがいい

C コピー (の意味が)わか りやすい

つ
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D コピーの丈字 (書体・大きさ等)がちょうどよい

E 共感できる

F 説得力がある

G 役に立つ

H 個性的である

Iお もしろい

J タイミングがよい

K 話題性がある

調査分野 2 ポスターによる態度変容

評価項目

L ホームページ (チ ラシ等)を見てみたいと思つた

M 店頭で確認 しようと思った

N まわりの人 と話題にしたいと思つた (SNS等 )

午前の部では、会場の机上に掲出された 66枚のプリ

ン トアウ トされたデザイン案を見ながら、学生ひとり

ひとりが、以上の評価項目について、5段階尺度法に

よって評価 した。また備考欄には自由記述意見の記入

を求めた。

本調査は、統計的な処理も可能であり、それぞれの

評価項目についてランキングをつけることも可能であ

るが、それを主 目的にはしなかつた。後 日、本評価シ

ー トすべてがデザインア トリエに公開され、各チーム

は、自分のチームや他チームの作品に関する相互評価

について自由に確認 し、修正案に向けた指針 とするこ

とをねらいとするものであった。

写真4 評価シー ト記入

午後の部では、候補案 1点ずつをスライ ド投射し、

キャッチコピーやビジュアル素材、全体構成など様々

な観点からの自由な意見を発表させた。この場合も制

作者からは極力説明や応答をさせず、評価者となった

他チームの学生たちの思いついたままの意見や感想、

ア ドバイスなどを受け入れるスタンスを採らせた。

全ての参加学生が制作者であり評価者になるという

関係は、自申で忌憚のない意見やアドバイスを出しや

すく、制作者側にとつても、それらの意見を真摯に受

け止めるという態勢が確立され、教員側も驚くような

鋭く、的を得た意見が飛び交い、予定していた時間を

大幅に超過する内容の濃い中間報告会となつた。

写真 5 中間報告会

第 2次 デザインワーク

中間報告会の成果を受けて、各チームは第 2次デザ

インワークのプロセスに入つた。それぞれのデザイン

案については、微細な修正にとどめられたものから、
コンセプ ト自体の見直し、キャッチコピーや写真・イ

ラス トなどの変更など様々な対応が見られた。中には、

再び現地を訪れ、商店主の写真の取 り直 し、モチーフ

となる食材の買い足 しなど、精力的に何度 日かの現地

での情報収集に努めるチームも数多く見られた。

第 1次デザインワークと同様、教員側はチームごと

に再提出された第 2次デザイン案について、デザイン

担当者たちと合意ができるまで、ディスカッションを

深め、デザイン案のブラッシュアップが進められた。

最終案提出

2014年 9月 19日 、最終案の提出が行われた。最終

案には、教員側が作成 した「焼津元気発信」のロゴを

全てのポスターに加えることで、ポスター展の統一感

を演出した。また、同じく教員側で全ポスターがモザ

イク上に配置された 「笑顔でつなぐポスター展Jのプ

ロジェク ト全体を表 したポスターも作成 し、各種メデ

ィアヘの PR素材 とした。

ポスター展と人気投票

焼津さかなセンターの各店舗 との最終調整 (各店舗

側の承諾 )、 ポスターの出力と現場への掲出、各種メデ

ィア (静岡新間、SBSラ ジオ、山梨 日日新聞など)ヘ
の対応、及び人気投票に関わる準備 と実施については、

ほぼ全体にわたって、株式会社ア ド・パー トナーズの

協力支援によるものであり、今回のような規模での産

学連携プロジェク トにおいては、職能としてのエージ

ェン トの協力なしには不可能であった。

2014年 10月 11日 ～2014年 12月 31日 、ポスター展

及び総選挙実施。人気投票の投票総数は 2250票を超え

るものがあり、大盛況のうちに本プロジェク トを終え

ることができた。
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デザインプロセスの実際

図 1は、本プロジェク トが始まって、オリエンテー

ション以降、最終案の提出までのデザインプロセスを、

各店舗ごと、時系列に沿つて、プロットしたものであ

る。このシー トの記述は全チームに課 した。

今回のプロジェク トのように、デザインプロセスが

長期間に及ぶような場合、そのプロセスを克明に記録

しておくことは、デザイン活動にとって最も重要なこ

とのひとつと言える。その記録からは、スムーズに進

行 したプロセスから、さまざまな試行錯誤や思考の遼

巡をせざるを得なかったプロセスまで、各人のオリジ

ナリティに富んだデザイン手法を振 り返ることができ

る。そして、こうしたデザインプロセスの全体こそが、

各人にとっての次の課題解決のために「デザインのや

り方の知識」として蓄積されることになる。

図 1で確認できることは、同一チームのデザインフ

ークでありながら、担当となった 6店舗のポスターデ

ザインがそれぞれまったく異なった思考と表現方法を

採っていることである。デザイン教育の意義はまさに

そこにあり、同一のゴール (最適解)に向かつて、い

かにバ リエーションに富んだ代替案を繰 り出していけ

るかといった、ダイナミックな思考過程が求められる

ことにある。

Kチームが生み出した 6案について、最終作品のキ

ャプションとしてつけられた言葉は、「じわじわ進化

型」、「素材そのまま突然変異型」、「もとさや落ち着き

型」「連想発想型」、「五感直接表現型 J、
「コンセプ ト迷

走型」となつている。これ らはすべて作品の表現内容

を説明しているのではなく、それぞれの作品を生み出

した 「思考プロセス」をユーモラスに表現 したもので

ある。こうした自らのデザインプロセスにおける思考

過程を客観的に記述 し、それ らを集約 して名付けられ

る能力の育成こそ、今後のデザイン教育の目標の一つ

であると考えている。その意味で、その他 10チームの

思考プロセスシー トにも、表現力には学生ごとにバラ

つきがあるものの、同様な思考過程の客観化という取

り組みがされている点から、本プロジェク トがデザイ

ンプロセス研究の視点からも、有意義な事例となった

ことが把握された。

地域連携デザインプロジェク トの意義と教育的展開

社会的なニーズと密接な関係を持つデザイン教育に

おいて、地域連携、産学連携プロジェク トの重要性は

言 うまでもない。大学の授業内とい うようなある種の

閉じられた環境内での課題解決、提案 とは異なり、地

域社会と連携された開かれた環境においては、不確定

で、障害になるような要素も多い。例えば今回のプロ

ジェク トにおいては、主催者のねらい、各商店主の気

持ち、一般客の視点など、さまざまに変化する諸条件

を、限られた時間の中で、最適解案出に向けて遂行 し

ていかなければならなかった。

また、クライアン トとのコミュニケーションカを駆

使 しながら、自らのデザイン感覚・思考を発揮 させ、

社会的な現場に成果品を定着でき、一般者からの反応

をも受け取ることができるといった体験には、否応な

くモチベーションの高まりが期待される。そして何よ

りも、デザイン教育に関わる実践的な能力の育成には、

こうしたプロジェク トが最も効果的な事例とな りうる

ことが指摘された。

反面、こうしたプロジェク トの増カロは、大学 。.学生

側にとつては、経験の幅を高める意味で有意義な面も

あるが、社会的な責任を伴 うことも事実である。低予

算でプロジェク トが遂行出来る反面、少なからずデザ

イン的な質の低下を招くリスクもあることはクライア

ン トサイ ドには了解 してもらう必要があろう。その意

味では、こうした連携プロジェク トにおいては今回の

ように、主催者側と大学側の間の調整役が最も重要な

役割を担 うことになるため、今後の連携プロジェク ト

においては、その調整役の位置づけや有無も考慮すべ

き要素と言えよう。

また、こうしたプロジェク トを授業カリキュラムと

して位置づけるためには、ある程度恒常的にプロジェ

ク トが企画され うるかといった問題が最もむずか しく、

さらに運営上では参加人数や実施期間や予算など、解

決すべき問題は多い。

結びに

産学連携プロジェク トには様々な懸案事項を季んで

いるものの、その実践的な能力開発という点では、高

い可能性を秘めてお り、新たな教育の場としてのその

在 り方を計画することは急務である。

本報告では、最近のポスター展の新 しい動向につい

て俯磁 し、本プロジェク トについては時系列に沿つた

概要の報告にとどめている。本プロジェク トの具体的

な内容や成果、評価 と教育的可能性については、稿を

あらためて報告 したい。
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